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た作品「陽は又昇る」（］、hesun also risぉ）の中心的シチュエーシヨ ン
を形成する 「ロ ス トジエネ レイ シヨン」について、少しく考究して見ょう
と思う。
A.彼は「トロ ン ト・ デイリースタ 」ー 「スタ ・ー ウイクリー」の、欧州、｜
特派員として、本悶を離れ巴里居住の、所謂「国籍地棄者」の群に入 っ
た。ガー トルウド・ スタインの所に出入し、巴里在住の文学仲間と交際し





It was a fa ~ eful loss and p~rhaps a willing loss, notragady for 
;:hョm there, but it wa; a part of the cコnvictionby which they 
·.vro t ~ and exp~rieロc :d th3 world, as with different senses, which 
( 14) 
gave them so epic a self-consciousness.-A.Kazin: 
On Natiue Ground P 255 （「棲神」 36号参照〉
猶 JamきsD. Hartは次の如く述べて居る。
Lost Generation, name applied to tl1e disillusioned intelJec ~uals 
of the y2ar following the First World War, who rebelled against 
former ideals and values, but could rnpJace them only by de忌pair
or a cynical hedonism. The remark of Gertrude Stein，’You are 
all a lost generation’， addres3ed to Heningway, was used as a 
preface to the latter’s novel，’The Sun Also Rises, which brilliantly 
describes an expatri2 te group typical of the ’Lost Generation人
-JameョD. Hart. The Oxford Companion to ArnきricanLit erature 
p 435. 




の会話迄真似たのである。此の作品の属するロス ト・ ジェネ レー シヨンの
生態がよく 描写されて居り、その序文に、スタ インの（Youare all a 
1st generation) と云う言葉がある。
作者は、ニヒリ ズムの代弁者と言はれて居るが、しかし、此れは文学効
果の問題であ り、 作者自身が 「ニヒ リスチック」とは言えないと思う。む
しろ此の作品中に見られる作者の思想、は、躍動的である。此の点に関し、
カウリは次の如 く述べて居る。
It is a le.->s despairing bo::>k than critics like to think: at timeョ






「へミングウェ イ会話」 と言はれる様に、日常会話をそのま L採用した表
現方法は、へミングウェイ・ スタ マルの有力な特徴である。 そして、その
中に会話の主人公の思想、 感情を、組合して居るのである。 これは旧世代
の文学に見られない表現方法である口ヤングの言葉を借りると次の様にな
る。－tohave an ear for the sound of human speech that is as 
sensitive as his nose for the smells of animals or as acute as the 
eyes of his father for birds.-Ph.Young: Hemingway.P 175 日本
文に訳すと、 「動動の匂をかぐ鼻に劣らず敏感で、小鳥を見つける父親の
眼と同様な鋭敏な耳を持ち、それで人の会話の音をと らえる。」 更にヤン
グは、次の様に云って居る。 The customary substitutes for the past 








め、ボクシ ングをや った男、初婚に失敗し、雑誌編集で知 り合 ったフラン
シス（Frances）とノミリー に来ているが、賄事lこ熱中して、 フラ ンシス と
結婚する意志はない。






ハーヴエイ ・ス トー ン（HarveyStone）→競馬や賭事に熱中している。
ジヨル ・ジェット（Georgate）→淫売婦。






































It was a beech wood and the trees were very old. Their roots 
bullζed above the ground and the branches were twisted. We 
walked on the road between the thick trunks of the old beeches 
and the sunlight came through the leaves in light patcheョonthe 
grass. 
The tree were big, and the foliage was thich but it was not 
gloomy. There was no uuder growth, only the smoth grass, very 
green and fresh, and the big gray treョswell spaced as though it 











ーンから も、 プレツ トから も、何も云って来なかった。
(There was no word from Robert Cohn nor from Brett and 
Mike.-Chap XII) 
次に有名な「闘牛」 の場面が展開する。 躍動するロ メロが居るの でーあ
る。
He profiled directly in front of the bull drew the sword out of 
"he folds of the mule ta and sighted along the blad~ . The bull 
watched him. Romero spoke to the bul and tapp~d one of his feet. 
The bull charged and Romero waited for the charge, the muleta 
held low, sighting along the blade, his feet firm. 
Then without taking a step forward, he became one with the 
bull, the sword was in high between the shoulders, the bull had 
followed the low-swing flannel, that disappeared as Romero Ju-





て行く。 「そいつは、他国の話で、その に すべての動物は、死んでい
る」－＇Thatwaョinanother C)untry', Billsaid', and b3sides al the 
animals were dead'.-Chap VJl. 










った。その背後には、 戦争が有り 、不幸な過去が有った。そ して初得する
姿は、 「実らない恋」と知 りながら、ジエ イ クを ：!l~するのである。 （ロメ









'Yes,' I said: 'something doing all the timゲ ．
You wouJdn’t believe it. It’s like a wonderful nightmare.’ 
( 108) 




















彼はミネソタに生れ、 Princeton に学んだが、 1917年海軍に入った。





utiful and Damned C1922）に描かれている。 TheGreat GastsbY ( 19 
25）は NewYorkの富の｜世界を、背景に、主人公の物慾と、その没落が
拙iかれるが、これは、破滅の歌であると共に、又それなりに、一つの肯定
的価値、 生きる情熱を現わしている。外に Tenderis the Night( 1934) 
がある。これも、 彼の預廃感の深い原因を、追求しよ うとしたもの であ
る。
次に、 BenHecht (1894－） は、 NewYorkに生れ、ヴオイオリ ンを
う＇F－き、軽業師として、放浪し、後 Chicagoに栄えたボヘミアンな文学の
仲間に入った。その代表作は、ErickDoam C192Dである。 これは、 シ
カゴのジャーナリ ス トを主人公とし、その愛慾の姿を擢j＼、たものである。
又 CarlVan Vechten C1880－）は NewYorkで音楽演劇の批評家
として出発し、後小説界に入った。その作、 PeterWiffJe C1922）は、当
時のデカダンスを、皮肉な才筆を以って、描写 した。又作品NigerRea-
ven (1929）は、NewYorkの Negroの一郭 Harlemを舞台として、
:/i'j＼、たものである。
他に LouisBromfield C1896-) がある。彼も戦場から放浪の生活に






からの 「逃避」 を、主題にしたものである。又 TheRains CamコC1937)



















Mory Heaton Vorseの Strike:A Novel of Gastonia C193Q) を始
めとして、労賃わ闘争や、労資者の困苦を主題にした作品が、つぎつぎ発
表された。
団体活動として、 John Reed clubが盛んになり、大都市に支部を置
き、雑誌発行や、宣伝に活動した。 此れは35年に解体され、代って、 Lε－
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